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幼稚園におけるプロ ジ ェ ク ト活動実践の試み

一 3 歳児 ・水 プロ ジェ ク トの 可能性 一

　　 ○小坂 圭子

（福山平成大学経営学部）

　　 鳥光 美緒子

（広島大学教育学研究科）

1 は じめに ；プロ ジェ ク ト関与の経緯

　現在，何らか の 形で保育に携わる立場にい る者で あ

れば 「レ ッ ジョ
・エ ミ リア ・アプロ

ー
チ」 と呼ばれ る

保育実践に つ い て，1度は耳 に した こ とがある ので は

ない かと思 う。日本の幼児教育の推進 ・発展を担う研

究 ・教育機関が 時には保育現場で の実践を試みなが

ら，その 解釈 ・紹介 ・啓蒙に取り組んで，数年がた つ e

広島大学教育学部幼年教育研究施設と広島大学附属幼

稚園とが共同 して，プロ ジェ ク ト・アプロ
ー
チ を取 り

入 れた実践を最初 に試みたの は．平成 13年度で あっ た。

平成 141年度 1学期に は，3歳児クラス におい て水プロ

ジ ェ ク トが実施された．本クラス での プロ ジェ ク ト実

施は初めて の 試みで あっ た。日本にお い て 展開可能な

プ ロ ジェ ク トの在り方を模索するうえで も，本稿で 紹

介する実践 の 試み は意味がある と考え る。

2 水プロジェ ク トはどのように展開されたのか

実施ク ラス ；3歳児 M 教諭 ・N 教諭

期間 ：2002年 6 月〜 7 月

記録方法 ：デジ タル ビデオ及 びデジタルカメラ

記録補助 （大学側スタッ フ》：プロ ジェ クトの展開過程

は，鳥光，ノ亅、坂， 友川 ， 小出実 （広島大学教育学部生）

に よっ て 記録された 。

テ
ーマ の選択 ：夏とい う実施時期や，3歳 と い う触覚

を楽 しむ発達段階に適した素材である と考えられた。
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活動内容 二活動前半時点 で，幼稚園 教諭 と大学側ス タ

ッ フ とで水に関す るウェ ッ ブを作成した （図 D。本プ

ロ ジェ ク トで は 図 1 の
“
水の 力 を使 う もの

”
に焦 点

を当てた活動が展開された 。 活動内容は，  保育者が

ある程度活動を予測して 材料を設定した活動 ，   材料

に触れ るなかで 子ども自身が発展させて い っ た活動，

 
“
とい を使っ て 水の 流れ を感 じる

”
とい うテ

ー
マ の

もとに展開され た活動の 3種に分類され た （表 1）。ま

た，1 学期末に，様々 な活動後の 水に対する認職 を知

る こ とを目的と して，子どもた ちに水の絵を描くこと

を求め た。子どもたちの コ メン トを参考にしながら描

かれた題材 に基づ いて分類した の が表 2である e

3 水プロ ジェ ク トはどの ように評価されるのか

O 中長期的継続性 ；ミク ロな視点

　 「季刊保育問題研究」における 「認識と表現 ；科学」

分科会提案で紹介された事例の中で，継続的に展開 さ

れたもの として は，稲作り（199Z　2000，2001），おたま

じゃ く しの成長（1994）などが挙げられる。これ らの 活

動のス パ ンは約 1年間とい う長期に渡っ て い る。また，

例えば稲作りで は 田植え （6 月），稲刈り （10月）な

ど活動期間中に い くつ かの イベ ン トがあり，子どもた

ちの認識が 深まるポイ ン トや方向性がある程度決定さ

れて い る。つ ま り，子どもた ちが，ある 活動を ほ ぼ毎

日繰 り返 して続 けて い く 中で，少 しずつ 深 まっ て い く

認識 を扱っ て い るわけで は ない 。今回 の 水プロ ジ ェ ク

トにお い て は，中長 期的な ス パ ン を設 定 し，毎 日の活

動の中で 子ども自身が出会っ た発見を抽出して い っ た

点で，評価されるの で はな いだろうか。また，  保育

　　 表2 子ど もたちが水の 絵 に描い た題材

図 1 教諭とス タ ッフ が作成 したウェ ッ ブ表

生 活 自 然 遊 び イメージ そ の他

1 コ ツ ブの冰 1 海　　σ 1 砂場のお水 1 ピンク 1 おにぎ リ

はみがき 2 濡で魚力躱 ぐ 2 ワニ の水 2 青で 丸を描く 2 朝と夜

2 コ ッ プの水 3 海に繊 む どくが ある 3 飛行機

3 お風呂 4 海 ・は っ ぱ 3 青
・
ビンク

・
茶色 4 ビー玉

レモン チ ュ
ーリッ プ 4 い ろんな色・里ねる

4 お風呂 燗 5 いろんな色

5 シャ ワ
ー 5 雨 ・太陽

6 火騎 消火 6 山の水

7 おたまじゃくし

8 蛇が水を食べ る

一 718一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

表 1 水 プロ ジェ ク トに おいて 展開 された活動

時 期 保育者が材料を設定した活動 i 子どもが発展させてい っ た活動 旨活動
“
といの 水流し

”
　　　　　　　　　　　　　 匚

6 月下旬 1黔
’m

　購 霎響 黯
斜 …聟 驫 鮓

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 トP
　　　　　　　　　　　 l　　　　　　　　　　　　　　　 i ◇7／2 ・火
　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　

1

　水の 流れ の可 視化

7月第 1週 1韆禦 ． i… ・ボ ・一 一 ・ρ黥 、エ ＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1◇η4 ・木
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i　 とい の 形状の 操作一−r　　＿　　．．［

7 月第 2 週 ・ ス プ・ン ク ラ
ー

・・・ …　 1・ 水た・ ・と・
一

・翩 冊 ・・1◇懲匙嚇 ，

者が材料を設定した活動や  子ども自身が発展 させ て

い っ た活動につ い て は，展開の 方向性が明確に は意識

化 されて お らず，
“
い ろ い ろな活動を通して 水を楽 し

む
”

とい うよ り
一

般的なね らい が設定されて い た。対

して，  活動
“

とい の 水流 し
”

は，約3 週間に渡っ て

継続 され，
“
水 の 流れ を感 じる・水の流れ につ い て 考え

る
”

こ とを目指して，活動が展開された。基本的に，
‘
冰

”
，
“
と い

”
，
“
砂
”

と い う限 られた材料を使いな が

らも，子 ど もた ち の 興 味や関心に 沿い つ つ ，ある程度

の 整合性をもっ て 活動が 展開され て いた と いえ よ うD

◇活動の詳細な記録

　子 ど もた ちの 活動を継続的に記録する こと も，プロ

ジ ェ ク ト
・アブロ ー

チの基本である。子どもの 活動 の

流れを把握し，その 文脈に沿っ て 活動を設定 して い く

ためにはある程度詳細な記録が不可欠で ある 。 展開さ

れて い る活動に 焦点を当てた記録が継続的に残され る

こ と は，保育者が，場当た り的で なく，その 先を見据

えて活動を設定して い く際の，強力な拠 り所となり得

る。ただ，詳細に記録を取ろうとすれ ば 今回のよ う

に，保育者の 他に記録の た め の補助ス タッ フの参入 が

必要とな る場合もあるで あろ う。

◇活動の 反復

　 「季刊保育問題研究」 にお いて提案されて い る活動

は，概 して活動の 区切 りが 明確で あ り，また，活動内

容に豊かなバリエ
ーシ ョ ンが盛り込まれて い る場合が

多い 。一
方，プロ ジェ ク ト

・
アプロ

ー
チの 1つ の ス タ

イルとして，同じ活動を何度も繰 り返す，と い う こ と

が挙げられ る。3歳児は，自分の興味の ある活動を延々

と続ける こ とはあっ て も，それは続ける ことに意味が

ある の で あっ て，そ の 先に向けて 自らが推進力となる

の は，なかなか に困難で ある。そ こで ，保育者に よ る

“
ち ょ っ と したきっ か け

”
が必要 とな る。

　この
」‘
反復

”
につ い て は，プ ロ ジ ェ ク ト活動後の ス

タッ フ ミ
ー

テ ィ ン グにおい て，鳥光教官から数度に渡

っ て 提案され た点で あっ た。そ の 提案を受けて，M 教

諭，N 教諭ともに，子 どもの活動が停滞して い た り，

発展性 に欠ける と思 われ る場面に おい て，現 時点で 行

わ れ て い る活動 に，新 しい 物を 加えた り新 しい 行為を

提案す るなどして い た。そ れ らの提案は，子 どもの 興

味の 再喚起をね らっ て，目新 しい 活動を提起する 関わ

りと は趣 を異 に して いた。そ して，その ち ょ っ とした

ア レン ジに 子どもたちが乗っ て くれば そ の 後の 発展

は子 ど も 自身 に任 せ る と い うス タイル を取っ て いた。

4 おわ りに ；記録ス タッ フ の立場から

　レ ッ ジ ョ 幼児学校の ス タ ッ フ は，自分た ちの 学校が

他の保育者の模倣の手本とな る ので は な く，創造的な

刺激とな る こ とを願っ て い る（Hendrick　1997）とある よ

うに， 既に存在 して い るプロ ジェ クト報告を単に模倣

する ことに意味はない。前例を参考にしながらも，更

な る可能性を求め て，保育者自身がプ ロ ジ ェ ク ト・ア

プロ
ー

チに取 り組み つ づける こ とが重要で あ り有用 な

の である 。 鳥光（2002）に お い ても，予測 し，計画 し，

試して み る，そ して そ の こ と自体を楽しむとい うレッ

ジ ョ の 学びの哲学を，プロ ジ ェ ク トを実施する立場 に

ある 1人 1人が，
』
自覚的にモ ッ トーと して抱い てお く

ことが提言されて い る。レッ ジ ョ
・エ ミ リア ・ア プロ

ー
チその もの が 常に自問し，変化 し，新しい解釈を

生み出し，子どもたちの質の高い学び，保育者たちの

進歩，親たちの 参加を支援し続ける ダイ ナミ ッ クな教

育アプロ
ー

チ（Hendrick　1997）で あるの だか ら。

（KOSAKA 　Keiko，　TO   SU 　Moko ，　rOMOKAWA

　　　　Emiko，　MICHISHrl］A 　Maho
，
　SUGETANaoe ）
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